
 

 

 

 

 

平成２７年度 

 

第７回 阿波市教育委員会定例会会議録 

 

 

 

 

 

 

      

 

 

 

 

阿波市教育委員会 

  



 

 

平成２７年度第７回 阿波市教育委員会定例会会議録 

 

１ 日 時  平成２７年１０月２９日（木） 

   開会 午後２時００分 

   閉会 午後４時２０分 

 

２ 場 所  阿波市役所 本庁 ３階 ３０２会議室 

   

３ 出席委員 

        委 員 長   重 清 由 充 

        委員長職務代理者   大戸井 美 生 

        委      員   安 田 佳 子 

        委 員   森   勝 正 

        委 員   庄 野 憲 二 

        委員（教育長）   坂 東 英 司 

 

４ 会議出席者 

        教 育 次 長   吉 田 一 夫 

        教 育 次 長   高 田  稔 

        教 育 総 務 課 長   矢 田 正 和 

        学 校 教 育 課 長   大 倉 敏 美 

        社 会 教 育 課 長   松 原 美 子 

        学校給食センター所長   大 木 悠 子 

    （書記）教育総務課課長補佐    笠 井 久美代 

 

５ 付議事項 

（１）  前回会議録の承認について 

（２）  教育長の報告について 

（３）  教育振興計画（後期推進計画）のアンケート結果について 

（４）  その他 
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会議の大要は、次のとおり。 

【重清委員長】定例会を開会する旨を告げる。 

 

（１）前回会議録の承認について 

【重清委員長】送付いただいております会議録について何かございますか。 

〈質 疑〉 

     なし 

【重清委員長】「前回会議録について」を承認する旨を告げる。 

 

 

（２）教育長の報告について 

【重清委員長】教育長に報告を求める。 

【坂東教育長】１０月１日から１０月２９日までの、主だった教育委員会行事について報告。 

〈質 疑〉 

   なし 

【重清委員長】「教育長の報告について」を了承する旨を告げる。 

 

 

（３）教育振興計画（後期推進計画）のアンケート結果について 

【重清委員長】事務局に説明を求める。 

【矢田教育総務課長】教育振興計画（後期推進計画）のアンケート結果について説明。 

〈質 疑〉 

【安田委員】６ページの中学校のアンケートで、開かれた学校づくりと書いてあ

る所で、「地域と学校をつなぐコーディネーターがいること」これはどういう

ことですか。 

【高田教育次長】今は主に、教頭先生がその役割を担っていると思います。国で

は、地域コミュニティで、コミュニティスクールを推奨しながら、地域協議会

を立ち上げてその役割を担う人を明確にと言われてはいるんですが、今、阿波

市の場合はおそらくこの役割は教頭先生がされていると思います。外部の人を

学校で活動していただいく。そういった役割を担うということと思っておりま

す。 

【安田委員】わかりました。それと、図書館で「以前は利用していたが、近年は

利用していない」という回答が一番多かったんですが、今指定管理で時間も延

びていろんなイベントをしていますが、利用者があまりいません。滞在時間が

短くて、お母さんが子どもを連れてきて本を借りたらすぐ帰ってしまう。以前
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は、地元の小学生がたくさんいたんですが。インターネットとかで本が読める

ようになってそれで見たりするんだろうかと思ったり、スポーツ少年団が活発

でそちらに行ったりするのかなと思ったりするんですけれど、図書館に人がい

ないなというのが感想です。どのようにしたら図書館に人が来てくれるのかな

と思うんですけど。アンケート結果に表れているのかなと思いました。 

【吉田教育次長】指定管理者からの報告書を受けた限りでは、調査結果と合わな

いなと私は思いました。利用者数貸出数はそんなに減ってないです。指定管理

者導入当時から比べたらかなり上昇して落ち着いている感じはあります。ただ、

人口も減ってきている中で数字を維持しているということは、利用者はあるの

でないかと思います。このアンケート結果からみると、実態と違うのでないか

と。利用している人は複数回利用し、本を読まない人は全く関心がないという、

二極化しているのかなと思います。 

【矢田教育総務課長】年代別に集計したのがあるんですが、今回、３０代４０代

の回答した方は少なかったんですが、「月に１回以上利用している」という方

で、３０歳代は３４．１パーセント、４０歳代の方が２４．３パーセント、５

０歳代が１６．１パーセント、６０歳代以上が１２．２パーセントという回答

になっております。 

【安田委員】子どもイベントはよくしていますが、大人イベントなんかも開催し

てみたらどうかなと思いました。 

【矢田教育総務課長】自由記述の希望の方に書いてあったんですけれども、子ど

もが自由にいれるスペースがほしいという意見もあったので、そこらへんも滞

在時間に関係しているのかという印象を受けました。 

【安田委員】私は、阿波図書館だけ利用しているので他はどのようにしているか

分からないんですが、場所を知らない人もいるみたいです。ブックスタートの

時に、お母さんに「図書館にありますよ」と言っても、「図書館はどこにある

んですか」と言われるんです。場所のＰＲとかできたらいいなと思ったりする

んですが。 

【森委員】３ページのところで、「体育・健康」のところで、今回追加したこの

項目に回答が分散しとありますが、前回比較するのであれば、選択する項目を

変えたりすると数字が必然的に変わってくると思います。「徳育」のところで

も、言葉を変えることによりたくさんの人が一生懸命努力していることが、こ

んな結果に出てくると、残念だと思いますので、条件をそろえるというか項目

を統一するというか、比較するんであればそういうことを気をつけて行ったら

いいんでないかという気がしました。それから、いじめの対策についてですが、

最近新聞に載っていた傾向ですが、非常に増えているとありました。定義が変
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わったんですか。最初のうちは、いじめというか、特定の人に対して周りのも

のから執拗に何回も繰り返してというものだけをいじめとしようと。それは、

違うんでないかということで、いじめられた方がいじめられたと感じたらすべ

ていじめとすると変わったのか。実際に子どもたちのいじめが増えたのか、教

師の報告する側のいじめに対する受け止め方の認識が変わったのかというこ

とを問題にしないと数だけでは、実態がはっきり解らないのでないかという気

がするんですけれども。 

【坂東教育長】もう一回調査し直して報告し直すようにということで、再調査で

す。 

【高田教育次長】定義が変わりました。しかし、定義が変わったのはかなり以前

です。一番大きな違いを感じるのは、いじめの発生件数ととらえている先生が

たくさんおられるように思います。最近は、いじめの認知件数なので、いじめ

が実際起こったかどうかというのを調査して、「これは間違いなくいじめであ

る」というようなのをカウントをしている先生がいるんですが、最近は、認知

と言っていじめやいじめの疑いというのもすべてカウントするということに

なっております。定義はやはり、委員さんがおっしゃられたように、いじめら

れた児童生徒の立場に立って、カウントすることが大事であると。第三者が見

て双方の喧嘩のようにみえても、Ａさんが「いじめだ」ととらえた場合は、教

職員はいじめかいじめの疑いととらえてカウントするというようなところで

す。でも、全国的にはカウントの仕方がまちまちで、意識の仕方が違うんです。

阿波市においても少し認知件数が増えておると思いますが、いじめに関する認

知の考え方としては文科省は次のように書いてあります。「社会性を身につけ

る途上にある子どもたちが集団で活動する場合、しばしば発生するものである」

と。ですから、「子どもたちは成長過程で様々な失敗をするのですが、その中

にはいじめに該当するものもしばしば含まれる。したがって、どの学校おいて

も一定数のいじめが認知されるのが自然である。また、いじめの認知件数が多

い学校についても、いじめの初期段階のものも含めて積極的に認知し、その解

消に向けた取り組みのスタートラインに立っている」と。肯定的に今後評価し

ていきたいということを、積極的に言っております。 

【森委員】積極的にアンテナを張り巡らせて、早めにいろんな事象を捉えてそれ

に対応していくための認知ということですか。 

【高田教育次長】はい。ですから、市内の状況も認知件数として報告いただいて

います。ですから、上半期の報告の認知件数は多いという状況が出ています。 

【森委員】いじめられる側のものが、いじめられたと感じた時がそれがすべてい

じめであると大分前からの認識だったと思うんですが、最近急に増えているの
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でまた変わったのかなと思ったので質問させてもらいました。幅広く対応して

いくためにフィルターの感度を上げるみたいなことですよね。解りました。 

【重清委員長】学校で校長先生がどのように対応していますか。 

【高田教育次長】認知してから、今現在どういう状況におかれているかと、そう

いうのは必ず調査しております。それと、「解消している」とか、「一定の解消

が図られたが継続支援中」とか、「まだ解消されていない」とかを、県には報

告しております。それで年度をまたぐ場合も、再調査することになっています。 

【森委員】小学校も中学校もあったかと思うんですが、教育行政への意見、提案

についての「阿波市第１次教育振興計画の名前も知らない」という方が多いよ

うですが、周知するのは難しいと思います。中身を提示してもほとんどの人が

読まないというような状況なので、何かいい方法はないのかと思います。生涯

学習についてはいろんな意見が出てきているんですが、積極的な人、必要と感

じている人は活動して、自分から出向いて活動しているんでないかという気が

しておりますので、この数字に一喜一憂してもどうかなと思います。 

１３ページの下の方ですけど、自治会や町内会の開催の行事を通して地域の

大人がかかわるということが言われておりますけれども、自治会の活動を辞め

ているところとかあるんでしょうか。 

【吉田教育次長】減っているのは事実です。自治会を脱退する人、自治会に入ら

ない人、自治会の解散は少ないですけれど、自治会があっても活動をほとんど

やっていないというのは増えてきていると聞いています。 

【森委員】全体の流れの中で、人と人の関わりをと言っても非常に難しい。家庭

が地域の中でかかわって、いろんな時に子どもたちを連れて行くとこうするの

が当たり前だなと、そういう認識を子どもたちが持って、自分も大きくなれば

そこで活動できると。自治会の活動が必要だなと感じている人が多い中で、自

治会活動そのものをおろそかにする人が出てきているのは、非常に残念だなと

思うんですけど。 

【庄野委員】考え方が多様化してきているのが事実だと思います。アンケートの

自由意見の中で、子ども会を辞めてほしいという意見が出ていました。子ども

会に入らない方がいるのが事実だと思います。そこいらをどのようにしていく

かというのが、地域を活性化していくうえで、大切なのでないかなと思います。

森委員さんと同じですが、第１次教育振興計画を、広報とか市のホームページ

とか載せているんですか。 

【矢田教育総務課長】はい。 

【庄野委員】手立てとか工夫をどのようにしたらよいか、考えなくてはいけない

という気もします。いいことを書いてあることが、全然市民に知られてなくて、
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載せているのが伝わらないのが非常に残念な気がします。 

【重清委員長】フェスタとか音楽会の時広告入れますよね、その時に、一行でも

二行でも内容を載せていただけたらと思いますが。 

【矢田教育総務課長】広報において阿波市民憲章を周知と言うことで一文ずつ載

せるというようなことをしていたように思います。そういうような形で載せる

のもいいことかなと思います。 

【重清委員長】防災訓練とか地区ごとで大きな防災訓練される時に、自治会とか

から連絡なかったらどのようにするんですか。市の大事な行事は連絡できるよ

うにとか、考えているんですか。 

【矢田教育総務課長】広報は全戸配布ですので、情報は広報を通じて知られてい

ると思うんですが。 

【吉田教育次長】計画書の周知ですが、阿波市には、第１次総合計画という一番

上位の計画があって、その下に教育委員会であれば教育振興計画があるんです

が、阿波市ではたぶん３０以上計画があります。計画書をそれぞれの課が策定

して、職員が計画に基づいて実行しているという中で、これを市民に周知する

というのは大きな課題だと思います。 

【重清委員長】第１次教育振興計画の小中学生の保護者の自由意見と生涯学習の

自由意見は、学校の先生にお知らせして、早く解決をしなければいけない問題

もあるなと思いました。 

【矢田教育総務課長】個人的感情とか、好き嫌いの可能性もありますので、委員

さんにはすべて出させていただきました。気になる内容につきましては、教育

長と相談いたしまして、それぞれの学校等で対応するように確認をしておりま

す。 

【森委員】自由記述で、「幼稚園の授業料の件で夏休みなのに保育料を払わなけ

ればいけない。ほとんどの子が預かり保育で通園しているんですが、数人だけ

どうして休まなければならないの。」とありましたが、どんなんですか。 

【吉田教育次長】年額７万２千円と言うことで、その年額を月で割って払ってい

るという認識でいていただいたらと思います。 

【森委員】解りました。 

【重清委員長】「教育振興計画（後期推進計画）のアンケート結果について」を承認する旨を

告げる。 

 

 

（４）その他について 

【重清委員長】委員、事務局に何かあるか尋ねる。 
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第１１回阿波市人権教育研究大会について報告。 

【重清委員長】就学前部会が、１０月２６日月曜日にあり参加しました。土成歴史館

で四国大学准教授の富田喜代子先生の講演「子どもの人権感覚を育てるために」を

拝聴しました。人権感覚を持つには、他者の立場をいかに理解するか。保育所・幼

稚園・子ども園で１仲良し作り、２食育活動、３命の保育・教育、４保護者支援を

通して、子ども自身が自分でできた、やった感を持てることが自尊心の育成につな

がり、その手助けをすること、失敗をとがめないこと、評価せず長い目で見守るこ

とが大切。子どもの成長している姿を、母親に発見させてあげるような支援が大切。

子ども自身が、自分で考え、決定する機会をあたえる見守りが大事で、職員間でも

しっかり話し合うことが大切だという。先生方にとって大変貴重なお話を聞くこと

ができ、若い先生方も熱心に質問されておりました。公立で３８年間保育に携わっ

てこられ現在も四国大学でご活躍されている富田先生の素晴らしいご講演を現場

で働いておられるすべての先生方にお聴きする機会が取れないのが残念です。先生

方が現場で話し合う時間が少しでもとれて、よりよい子どもに育ってもらえるよう

頑張っていただきたいと思います。 

 

 

学力テストの結果の公開について説明。 

（阿波市教育委員会会議規則第１７条により秘密会） 

 

 

【大戸井職務代理】参観日の保護者のスマートホンと携帯の使用について説明。 

〈質 疑〉 

【坂東教育長】写真を撮っているのですか 

【庄野委員】写真は撮っています。ビデオもです。 

【重清委員長】携帯は、マナーモードとかにしていただいて。 

【森委員】人権の授業なんかは、勝手に撮影したらいけないと思います。そうい

うことから考えると、参観日に人権の授業をしているところもあるので、それ

は各校で「授業の撮影はご遠慮ください。」としてもいいんでないでしょうか。 

【安田委員】他の子の顔も映るから、自分の子どもだけでなく。注意はすべきだ

と思います。ＳＮＳとかにアップされても困るし。他の子の了解まで取れんの

で。「撮影はご遠慮ください。」というのはいいと思います。 

【大戸井職務代理】アンケートでもありました、卒業式も長々と映したり、顔を

写すのを辞めてほしいと。授業にさし障るような、保護者の携帯とかスマホの

使用はいけないと思います。後ろの方とか廊下で、どうしてもという方もいら
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っしゃるでしょうから。子どものマナーをいう前に親のマナーはどうなのかと。 

【重清委員長】参観日の案内を出すときに、一言入れて学校から通知を出してい

ただいたらと思いますが。 

【矢田教育総務課長】無断で撮影すること自体がマナーがあると思えんのですけ

ど。よその子どもさんが、一生懸命聞いているところで。 

【高田教育次長】人権のフェスティバルなんかは、やみくもに撮らないようにと

必ず注意をしております。カミングアウトして発表する子もいます。学校行事

は撮っていただけるものの、肖像権の問題というよりもいろんな加工をして流

すことに問題があるんで、先生方もそこは敏感というか指導をしなければなら

ないかなと思います。 

【大戸井職務代理】写真にしてアルバムに張るだけでなく、不特定多数に拡散す

る恐れがあると思います。 

【高田教育次長】その画像が変なものに使われることもあります。そう言った部

分はきちんと指導していると思いますが、校長会でお伝えしておきます。学校

は、総会とかで了解を頂いておると思います。教育活動は撮りますということ

で。ただし、ホームページに掲載する場合には、特定できないような配慮をい

たしますというようなことは、聞いたことがあります。 

【坂東教育長】小学校は、学校訪問して１年生は全部流しています。以前は、卒

業式も行っていましたが、今は中学校の卒業式だけになりました。 

【安田委員】駄目だという人もいますが、いいという人の方が多いんでないかと。 

【森委員】了解をもらうというプロセスは必要だと思いますが。 

【大戸井職務代理】アンケートの文言があったので、事前にお知らせすることが

できたらいいんでないかと思います。 

【安田委員】私は、ＰＴＡ総会の時とかに了解は先生に聞いたことがあります。 

ＰＴＡ総会で「子どもの顔が映ることがありますがご了承ください、どうして

も都合の悪い方は申し出てください。」と言っています。 

 

【吉田教育次長】阿波市総合戦略について説明。 

〈質 疑〉 

【安田委員】確認ですが、多子世帯の保育料無料化は申告制ですか、教育委員会

でわかるのですか。今年度から始まっていますよね。 

【大倉学校教育課長】教育委員会で、調べております。 

【安田委員】わかりました。 

 

【吉田教育次長】１０月２７日の徳島新聞記事の小中学校消防施設の劣化について説明。 
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〈質 疑〉 

【重清委員長】阿波市の学校の耐震などが終了した時点で、施設点検も実施済み

だと思っていたので、新聞を読むと阿波市が点検不備に含まれていたので驚き

ました。 

【森委員】柿原小学校の屋内消火栓の改修は済んでいますか。私が勤務していた

ときに、消火栓の水圧が落ちて、ポンプが正確に作動していなかった時があっ

たので。 

【坂東教育長】大規模改修したので、済んでいます。 

 

【吉田教育次長】総合教育会議について説明。 

〈質 疑〉 

【重清委員長】これは一人一人の意見があってもよろしいか。 

【吉田教育次長】はい。 

【坂東教育長】長期休業の短縮とアンケート調査の結果も出てくると思います。

アンケートの中でエアコンの要望がありましたのでそのことも考慮しての話

し合いになると思います。子ども園を含めた給食も話し合いとなると思います。 

【吉田教育次長】子ども園も夏休みがあります。 

【安田委員】子ども園は短縮にならないのですか。小学校中学校だけでなく、幼

稚園も短縮という方向で行くということですか。 

【坂東教育長】はい。 

【吉田教育次長】集団登校したりしているということがありますから。 

【坂東教育長】小学校の子が登校するのであれば、幼稚園の子も同じように。 

【安田委員】エアコンが整備できると見込みができたので、また、保護者の考え

も変わってくると思います。 

【坂東教育長】休業日の短縮については賛成ですが、環境を整えてほしいと要望

があります。 

 

【安田委員】阿波っ子スクールについて説明。 

〈質 疑〉 

【坂東教育長】校長会の方で、先生の派遣についてお願いさせてもらいます。 

 

 

【重清委員長】本日の議事が全て終了したので、閉会する旨を告げる。 

           閉     会 
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上記のとおり相違ないことを証明します。 

 

 

 

平成２７年１０月２９日 
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教育総務課課長補佐 


